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帰還飛行に関する技術実証 再使用観測ロケット技術実証のゴール 
再使用観測ロケットは，①繰り返し飛行運用，②帰還飛
行とエンジン再着火による着陸，③故障許容のシステム
構成，などの点で他のロケットとシステム形態が大きく異
なるため，これらに係わる技術課題を下記の様に大別し，
以下の実証試験などによって解消することを技術実証の
目的とする． 
①繰り返し飛行運用に係わる技術実証： 
・地上系を含めた運用システムの詳細検討 
・エンジン再使用運用に係わる実証 
・極低温推進剤タンク断熱材の多数回使用に係わる実証 
②帰還飛行／エンジン再着火／着陸に係わる技術実証： 
・飛行システム解析および飛行・地上安全検討 
・帰還着陸飛行における姿勢転回モデル飛行実証 
・機体運動に伴う推進剤挙動と推進剤供給系の機能実証 
・エンジン再着火のためのポンプによる予冷方式の実証 
・着陸挙動解析および着陸脚基礎特性試験 
③故障許容に関する技術実証： 
・故障許容・ヘルスマネジメントシステム設計 
・水素漏洩探知などセンサ基礎特性試験 

推進系に関する技術実証 

ヘルスモニタセンタの開発と機能実証 

構造系に関する技術実証 
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